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　論文研究業績集計表 
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13.633 3.718

水上 諭, 有馬 和彦, 金ヶ江 光生, 後藤 尚, キット 彩乃, 大川内 鉄二, 古藤 世梨奈, 富田 義人, 西村 貴孝, 赤星 衣美, 安部 恵
代, 青柳 潔：離島在住女性における骨量と体組成との関連. 日本公衆衛生学会総会抄録集 81回: 200, 2022.

大川内 鉄二, 有馬 和彦, 水上 諭, 古藤 世梨奈, キット 彩乃, 赤星 衣美, 後藤 尚, 富田 義人, 西村 貴孝, 金ヶ江 光生, 玉井 慎
美, 安部 恵代, 青柳 潔：地域在住住民のメンタルヘルスと骨量低下の関連(長崎アイランドスタディ). 日本公衆衛生学会

総会抄録集 81回: 309, 2022.

玉井 慎美,野中 文陽,川尻 真也,有馬 和彦,青柳 潔,前田 隆浩,川上 純：欧州リウマチ学会スコアによる関節リウマチ発症

の予測 Nagasaki Island Study(NaIS). Journal of Epidemiology 32(Suppl.1): 172, 2022.

玉井 慎美,野中 文陽,川尻 真也,有馬 和彦,青柳 潔,川上 純：関節リウマチの発症予測の試み Nagasaki Island Study(NaIS).
日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 66回: 567, 2022.

松本 舞,竹中 基,富田 義人,有馬 和彦,青柳 潔,瀧原 圭子,室田 浩之：大学新入生を対象とした口腔アレルギー症候群の後

方視的な実態調査. 西日本皮膚科 84(2): 158, 2022.

伊達 豊,前田 俊輔,藤岡 史子,三好 富士子,野中 賢吏,青柳 潔：在宅と救急のチーム連携:腹部救急領域の診療を含めて 在
宅患者急変時の新しい対応方法について. 日本腹部救急医学会雑誌 42(2): 259, 2022.

B-d B-eA-d

2022

2022

B-aA-a

2022

Impact Factor 教員当たりのImpact Factor 論文当たりのImpact Factor

40.900

7

学会発表数一覧

教員生産係数

論文総数 （欧文論文） 欧文論文総数

合計

6 6

A-c

21

論文数一覧

Xiao X, Arima K, Mizukami S,Nakashima H, Tamai M, Aoyagi K: Association of FTO genotype with obesity and bone health:
Nagasaki Island study on bone health. Journal of Epidemiology 32(Suppl.1): 167, 2022.

A-e SCI合計A-b B-b B-c 合計 総計

2022 14 0 0 0 1 1115 0 0 0 0

総計

0 0 0 0 0 0 7

A-a A-b

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

A-b

学会

B-a B-b

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

B-b

学会

合計

7

欧文論文総数 教員生産係数 SCI 掲載論文数

（SCI 掲載論文）

0.714 5.000 0.733 3.667


